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2Q2Q--FY2010FY2010
 

ハイライトハイライト

営業利益営業利益235235億円を確保億円を確保

33四半期連続フリー・キャッシュ・フロー黒字四半期連続フリー・キャッシュ・フロー黒字

40nm 40nm 2Gb Mobile RAM2Gb Mobile RAM™™量産出荷開始量産出荷開始

世界最小世界最小30nm DDR330nm DDR3開発完了開発完了

チャージトラップ型チャージトラップ型NANDNANDフラッシュメモリ開発完了フラッシュメモリ開発完了
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業績報告

ビジネスアップデート



4

$0.0

$0.5

$1.0

$1.5

$2.0

$2.5

$3.0

$3.5

Ja
n-10

Apr
-10

Ju
l-1

0

Oct-
10

$0.0

$0.5

$1.0

$1.5

$2.0

$2.5

$3.0

$3.5

Apr
-08

Ju
l-0

8

Oct-
08

Ja
n-09

出所：

 

DRAMeXchange

65%下落

42%下落

【過去DRAM不況時】 【直近】
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DRAMDRAMスポット価格の推移（スポット価格の推移（66ヶ月間）ヶ月間）
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出所：

 

DRAMeXchange

$1.69

15%下落

11/3
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2Q2Q--FY2010FY2010実績実績

（（1010億円）億円） 22QQ--FY2010FY2010 1Q1Q--FY2010FY2010 QoQQoQ 2Q2Q--FY2009FY2009 YoYYoY

売上高売上高 148148.8.8 100%100% 176.3176.3 100%100% --27.527.5 95.995.9 100%100% +52.9+52.9

売上総利益売上総利益 40.240.2 27%27% 61.761.7 35%35% --21.621.6 14.114.1 15%15% +26.1+26.1

営業利益営業利益 23.523.5 16%16% 44.444.4 25%25% --20.920.9 0.80.8 1%1% +22.6+22.6

経常利益（△損失）経常利益（△損失） 15.215.2 10%10% 37.037.0 21%21% --21.821.8 △△5.55.5 --6%6% +20.7+20.7

当期純利益（△損失）当期純利益（△損失） 9.29.2 6%6% 30.730.7 17%17% --21.521.5 △△7.27.2 --7%7% +16.4+16.4

ビット成長率ビット成長率 +5%+5% +38+38%%

ASPASP変動率変動率 --16%16% +25+25%%

利益変動要因（対前四半期）利益変動要因（対前四半期）

((--))
 

平均平均DRAMDRAM販売販売単価単価のの低下低下

 
(+) (+) 製造コストの低減製造コストの低減

((--))
 

円の急激な上昇円の急激な上昇

 
(+) (+) プレミアプレミアDRAMDRAMの出荷増の出荷増
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売上高、営業利益分析（対前四半期）売上高、営業利益分析（対前四半期）
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円高等
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1H1H--FY2010FY2010実績実績

（（1010億円）億円） 1H1H--FY2010FY2010 11HH--FY20FY200909 YoYYoY

売上高売上高 325.1325.1 100%100% 168.4168.4 100%100% +156.7+156.7

売上総利益売上総利益（△損失）（△損失） 101.9101.9 31%31% △△12.512.5 --7%7% +114.5+114.5

営業利益営業利益（△損失）（△損失） 67.967.9 21%21% △△41.541.5 --25%25% +109.4+109.4

経常利益（△損失）経常利益（△損失） 52.352.3 16%16% △△52.052.0 --31%31% +104.3+104.3

当期純利益（△損失）当期純利益（△損失） 39.939.9 12%12% △△51.651.6 --31%31% +91.5+91.5

営業キャッシュ・フロー（営業キャッシュ・フロー（66ヶ月）ヶ月） 126.2126.2 △△17.017.0 +143.3+143.3

フリー・キャッシュ・フロー（フリー・キャッシュ・フロー（66ヶ月）ヶ月） 71.071.0 △△76.476.4 +147.4+147.4
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587 594

137 121

151 131

41 47

6674

（10億円）

127
142

381369

436493

負債の部・純資産の部資産の部

2010年6月末

 
2010年9月末 2010年6月末

 
2010年9月末

財政状態財政状態

37%

1.14倍 0.99倍

40%

たな卸資産たな卸資産

有形固定資産有形固定資産

受取手形及び売掛金受取手形及び売掛金

現金及び現金同等物現金及び現金同等物

その他の資産その他の資産

有利子負債有利子負債

純資産純資産

その他の負債その他の負債

990990 990990959959 959959

ネットネットD/ED/E

純資産比率純資産比率
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キャッシュ・フローの状況キャッシュ・フローの状況
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20102010年年1010月発行月発行 転換社債の概要転換社債の概要

転換価額：転換価額： 1,2221,222円円

調達金額（手取金額）：調達金額（手取金額）： 598598億円億円

潜在株式数：潜在株式数： 49,099,83649,099,836株株
（普通株式発行済み株式総数（普通株式発行済み株式総数(1)(1)に対する割合：に対する割合：2424%%））

(1)2010年9月30日現在の普通株式発行済み株式総数をベースにしています。

新株予約権行使可能期間：新株予約権行使可能期間：
20102010年年1212月月11日～日～20201515年年1010月月2222日日

償還日（償還日（※※）：）： 20152015年年1010月月2626日（日（55年債）年債）
※※繰上償還に関する条項あり繰上償還に関する条項あり

資金使途：資金使途：

主にモバイル主にモバイルDRAMDRAMのの40nm40nm以降へのプロセス転換以降へのプロセス転換 200200億円億円

30nm30nm以降の研究開発設備以降の研究開発設備 100100億円億円

有利子負債の返済・償還有利子負債の返済・償還 298298億円億円
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3Q3Q--FY2010FY2010及び及びFY2010FY2010通期ガイダンス通期ガイダンス

四半期四半期

（（1010億円）億円）

2Q2Q--FY2010FY2010 3Q3Q--FY2010FY2010
ガイダンスガイダンス

 ’’10 7/2910 7/29発表発表
実績実績

ガイダンスガイダンス

 ’’10 110 111/4/4発表発表

QoQQoQビット成長率ビット成長率 55--10%10% 5%5% 約約1010%%
減価償却費減価償却費 32.032.0 31.031.0 32.032.0
販売管理費販売管理費 17.517.5 16.716.7 17.017.0

通期通期

（（1010億円）億円）

FY2010FY2010 FY2010FY2010
ガイダンスガイダンス

 ’’10 7/2910 7/29発表発表
ガイダンスガイダンス

 ’’10 11/410 11/4発表発表

YoYYoYビット成長率ビット成長率 45%45% 4040%%弱弱

減価償却費減価償却費 130130 130130
販売管理費販売管理費 6868 6868
設備投資額設備投資額 115115 115115
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業績報告

ビジネスビジネスアップデートアップデート
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製品開発の主な成果製品開発の主な成果

4Gb SLCチャージトラップ型NANDフラッシュ開発

最先端30nm 2Gb DDR3 SDRAM開発

【【特長：フローティングゲート型特長：フローティングゲート型NANDNANDフラッシュ対比フラッシュ対比】】

••

 

読み出し速度：読み出し速度：

 

約約22倍高速倍高速
••

 

書き込み速度：書き込み速度：

 

約約15%15%高速高速

••

 

セル構造をシンプルにでき、微細化に有利セル構造をシンプルにでき、微細化に有利

3Q3Q--FY10FY10：： サンプル出荷開始予定サンプル出荷開始予定
4Q4Q--FY10FY10：： 量産開始予定量産開始予定

【【特長：特長：40nm DDR340nm DDR3対比対比】】

••

 

ウェハ当たりチップ取得数：ウェハ当たりチップ取得数：

 

約約45%45%増増
••

 

動作電流：動作電流：

 

約約15%15%減減
••

 

待機時電流：待機時電流：

 

約約10%10%減減

20102010年年1212月：月： サンプル出荷サンプル出荷&&量産開始予定量産開始予定



17

チップ取得数の比較チップ取得数の比較

出所：

 

当社調べ

2Gb DDR3チップ取得数比較

チップ取得数で業界をリード！
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指数（A社の4Xnm LPDDR2チップ取得数 = 1.0）
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4Xnm
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3Xnm

 
(6F2)

+45%+45%

A社 B社

2Gb LPDDR2 Mobile

 

DRAMチップ取得数比較
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生産計画生産計画

出所：

 

当社生産計画

0%

50%

100%

Mar, '10 Jun, '10 Sept, '10 Dec, '10E Mar, '11E

Others
65nm-XS
3Xnm/4Xnm/5Xnm

自社ファブ（※）ウェハ投入計画

（※）自社ファブ

 

= 広島工場 + レックスチップR1ファブ
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消費者マインド

持ち運びに便利持ち運びに便利

OSOSの立ち上がりが非常に早いの立ち上がりが非常に早い

直感的な操作性直感的な操作性

シンプルで使いやすいアプリケーションシンプルで使いやすいアプリケーション

機能性に対してリーズナブルな価格設定機能性に対してリーズナブルな価格設定

スマートフォン、タブレットスマートフォン、タブレットPCPCへの購買意欲増加への購買意欲増加

重くかさばり、持ち運びに不便重くかさばり、持ち運びに不便

OSOSの立ち上がりが比較的遅いの立ち上がりが比較的遅い

目立った性能の向上が見られない目立った性能の向上が見られない

非ファッション性非ファッション性

消費電力が大きい消費電力が大きい

買い替え需要が低迷買い替え需要が低迷

ノートPC

タブレットPC
スマートフォン

【【スマートフォン、タブレットスマートフォン、タブレットPCPCの懸念点の懸念点】】

部材の供給不足によるスマートフォン、部材の供給不足によるスマートフォン、

タブレットタブレットPCPCの生産制限の生産制限

タッチパネルの品質タッチパネルの品質
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DRAMDRAMを取り巻く市場環境を取り巻く市場環境

【【現在、現在、DRAMDRAMを取り巻く市場で起きていることを取り巻く市場で起きていること】】
一部消費者の購買意欲がノート一部消費者の購買意欲がノートPCPCからスマートフォンやタブレットからスマートフォンやタブレットPCPC
へシフトへシフト

一部部材の供給不足がスマートフォンやタブレット一部部材の供給不足がスマートフォンやタブレットPCPCの生産を制限の生産を制限

2Q2Q--CY11CY11以降に解消見込み以降に解消見込み

（（= = モバイルモバイルDRAMDRAMの本格的な需要拡大）の本格的な需要拡大）

台湾でのメモリモジュールの無償アップグレード台湾でのメモリモジュールの無償アップグレード

【【当社の対応当社の対応】】

99月より、世界最小月より、世界最小40nm Mobile RAM40nm Mobile RAMの量産出荷を開始の量産出荷を開始

広島工場を広島工場をMobile RAMMobile RAM生産ラインへ転換生産ラインへ転換

PC DRAMPC DRAM市況を見極める必要があるため、レックスチップ市況を見極める必要があるため、レックスチップR2R2ファブファブ

立ち上げの決定時期を延期立ち上げの決定時期を延期
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PC DRAMPC DRAMの減産についての減産について

【【PC DRAMPC DRAMの減産規模の減産規模】】

当初当初PC DRAMPC DRAM生産計画（生産計画（1212月時点）：月時点）：2323万枚万枚**
生産計画見直し後生産計画見直し後：：1717万枚（約万枚（約66万枚減）万枚減）**

**上記の生産規模には、生産委託分が含まれています。上記の生産規模には、生産委託分が含まれています。

【【減産時期減産時期】】

20102010年年1111月～未定月～未定

【【背景背景】】

欧米を中心とする世界的な欧米を中心とする世界的なPCPC需要の低迷と需要の低迷とDRAMDRAMメーカーメーカー

各社の供給能力増加による各社の供給能力増加によるDRAMDRAM市場の急速な減退にいち市場の急速な減退にいち

早く対応するため、ファンダリへの生産委託と広島工場での早く対応するため、ファンダリへの生産委託と広島工場での

PC DRAMPC DRAM生産の計画見直しを決定。生産の計画見直しを決定。
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URL: http://URL: http://www.elpida.comwww.elpida.com

当資料に記載されている経営予測に基づく予想数値、今後の計画や戦略等、将来の見通しに関する記述は発表日時点において当社が判断したものです。これらの将

 
来に関する情報には不確実な要因が内在しており、設備拡充とそれに引き続く生産（能力の）過剰や価格下落圧力等から生じる市況サイクルに特徴づけられるＤＲＡ

 
Ｍ市場の全世界における変動性、競争の激しいＤＲＡＭ業界における再編等の変化、技術及び設計の変化、重要な原材料の供給の不足や中断あるいはその価格の

 
上昇、重要な顧客の喪失又は需要の減少、米ドル・ユーロ等の為替相場の動向、経済一般の状況、当社グループの市場環境、設備又は調達過程を損なう地震その他

 
の自然災害、テロ行為、疫病、暴動、その他当社グループのコントロールの及ばない事象等の様々な要因により、将来において生じる当社グループの実際の経営成績

 
等とは一致しない可能性があります。

（将来予測に関する注意）
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